
フライングディスク競技の参加者

動向にみる過去25年 の歩み

大 島 寛

AStudyonthetrendofentriesforFlyingdiscSportsfrom1977to2002

HiroshiOshima

Abstract

Theflyingdiscmeetforindividualeventshasrecentlybeenonthedecline,althoughitwasvery

popular.Thisstudyinvestigateshowmanyathletesparticipatedineachofalloftheteneventseach

yearfrom1977to2002inordertothrowlightoncausesofthedecline.

Itconsiderswhysomeeventshadalargenumberofparticipantsandwhyothershadasmall

numberofparticipantsfromaviewpointofthemanagementofthemeetandtheactivitiesbythe

flying-discassociation.Despiteofthepresentsituationofindividualevents,theultimate(teamevent)

hasbeenvigorous.Asamatteroffact,alotofeffortshavebeenmadeinguidanceandinstructionfor

collegeplayerssoastospreadthisevent.Asaresult,nowtheytaketheinitiativeinit.Theultimate

eventhasagreatmerit:ameetforthiseventwillbeeasytomanageifwecanpreparealargefield

wherealotofmatchescanbeheldatthesametime.Ontheotherhand,individualeventshavea

demerit:tomanageameetforindividualevents,weneedmanypeople'shelpandgoodsforeach

event.Thus,thisisoneofthefactorsthatpreventcollegeathletesfromparticipatinginindividual

events.Togainthestablenumberofparticipants,eachprefecture'sflying-discassociationmust

manageasmallscalemeetforeachindividualeventandletpeopleknowaboutindividualevents.
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1.研 究 の 目的

フライ ングデ イス クは1940年 代 後半、米 国 コ

ネチ カ ッ ト州 のエ ール大学学 生が 「フリス ビー ・

パ イ ・カ ンパ ニー」FrisbiePieCompanyの パ

イ皿 を投 げ合 って遊 んだ こ とが 起源 といわ れて

い る。1948年 に 、 その光 景 に興 味 を持 った ロサ

ンゼ ルスの建 築検 査官 で あ るブ レ ッ ド ・モ リソ

ン(FredMorrison)が ウ ォー レ ン ・フ ラ ンシ

オニ(WarrenFranscioni)と 世 界最初 のプ ラス

チ ック製 フライ ングデ ィスクである フラインソー

サー(FLYINSAUCER)を 製 作 した。 そ の後、

幾 度か 飛行性 能 に改良 を重ね、1951年 に は プ ラ

トー プラ ター(PLUTOPLATTER)と い うデ ィ

ス クをつ くった。1953年 に は ビル ・ロブズ(Bill

Robes)が プ ラスチ ック製 フライ ングデ ィスク

スペース ソーサー(SPACESAUCER)を 製 作 し

ている。

フ ラ フープ の ブー ム を生 み 出 したWHAM-0

社 は 、1955年 に ブ レ ッ ド ・モ リソ ンの デ ィ

ス ク に 目をつ け、1956年 に 両者 は共 同 で プ ラ

トー プ ラ ター フ ラ イ ン グ ソーサ ー(PLUTO

PLATTERFLYINGSAUCER)を 製 作、1957年

に販売 した。

1958年 に な っ て フ リ ス ビー の起 源 とな っ

た 「フリス ビー ・パ イ ・カ ンパ ニー」(1871年 創

業)は 閉 じられ たが、1959年 にWHAM-0社 は

フ リス ビー ・パ イ ・カ ンパ ニー のパ イ皿 に刻 ま

れて いるスペ ル 「FRISBE」 を 「FRISBEE」 と

し、 フラ イ ング デ ィス クの トレー ドマー クと し

た。 これ以 降1982年 で 世 界 フ リス ビー選 手権

(WorldFrisbeeChampionships)が 幕 を閉 じる

まで 「FRISBEE」 が 最 も人気 のあ るフ ライング

デ ィス ク とな った。(1983年 か らはFlyingDisc

Championshipsが 主 流 とな り、 いろい ろな ブラ

ン ドのデ ィス クが使われ るようになった)

1958年 に ミ シ ガ ン州 エ ス カ ナ ダで 初 め て

フ リス ビー の大 会lnternationalFrisbee

Tournament(IFT)が 開 催 された 。 ガ ッツ

(Guts:10m離 れ た相 手 にデ ィス ク を投 げ キ ャ ッ

チ され なけ れ ば得 点 となるキ ャ ッチ&ス ローの

ゲーム)が 団体種 目と して初め て競技 され、1962

年 に はデ ィス タ ンス(Distance:デ ィ スクの遠投

距 離 を競 う)が 個 人種 目 と して初 め て競技 され

た。

1964年 に 「フ リス ビーの 父」エ ド ・ヘ ドリ ッ

ク(EdHeadrick:WHAM-0副 社 長)に よって

ガ ッツデ ィス クは改 良 され、現 在 もガ ッツ競 技

公認 デ ィスク として使 われるプ ロフェッシ ョナ ル

フ リス ビー(PROFESSIONALFRISBEE)を

生 み 出 し高性 能デ ィス クとして大 好評 となった。

1967年 に なる と彼 はWHAM-0社 内 に事務 局 を

置 くInternationalFrisbeeAssociation(IFA)

を設 立 し、11万2000人 が 会 員 となった。1968年

の 第11回IFTガ ッ ツ ・フ リス ビー大 会 で は、

従来 の玩 具 の販促 活動 と してで はな く 「競技 と

しての フ リス ビー」の デモ ンス トレー シ ョンを

WHAM-0社 と して初め て行 った。IFAの 大 会

種 目 もアキ ュラ シー(Accuracy:タ ー ゲ ッ トに向

かってデ ィス クを投 げスロー の正確性 を競 うゲー

ム)、MTA(MaxirnumTimeAloft:デ ィスクを投

げて片手 でキ ャ ッチす るまでの滞空 時間 を競 う)

が 加 わ り、多 くの大 会 開催 を きっか け にブ リス

ビーの販 売数は爆 発的 に増加 した。

1970年 代 に は い る と 「競技 と して の ブ リス

ビー」 のデモ ンス トレー シ ョンは、海外 に向け ら

れ た。1971年 に、 カリフ ォルニ ア州 サ クラ メ ン

ト大学 で初 めてフ リス ビーの授 業 を行 った ビル ・

シュナイ ダー(BillSchneider)が 、 翌年マ イク ・

シュナイ ダー(MikeSchneider)と ヨー ロッパ各

地 で フ リス ビー のデ モ ンス トレー シ ョンを行 っ

た。

1974年 に ローズ ボ ウルス タジア ムで第1回 世

界 フ リス ビー選 手権 が 開催 され 、2万5000人 の

観客 を集 め た。 ガ ッツ、デ ィス タ ンス、 ア キュ

ラ シー、MTA、 フ リース タイル(Freestyle:ト

リ ッキー なキ ャ ッチや ス ロー を競 うゲー ム)が

紹 介 され 、「競技 と しての フライ ングデ ィス ク」

の幕 開け とな った。 ヨー ロ ッパ では、 この年 ス

ウ ェーデ ンに初 め て フ リス ビー連 盟が 設立 され

た。 そ の後 ユ977年 に オー ス トリア 、ベ ルギ ー

1978年 に は フィ ンラ ン ド、 オ ラ ンダに も設 立 さ
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れた。

日本では、1975年 にフリスビーの輸入がはじ

められた。男女の世界チャンピオンによるデモン

ス トレーションが各地で行われ、この年 日本ブリ

スビー協会(JapanFrisbeeAssociation)が 名古

屋市に設立 された。1976年 に名古屋市白川公園

で第1回 全日本フリスビー選手権が開催 されると

関東地区、関西地区では学生を中心に支部大会が

行われるようになり、ローズボウルで開催 される

世界選手権の出場権をかけて全 日本フリスビー選

手権大会は、年々盛 り上が りを見せるようになっ

た。

日本フリスビー協会は、1983年 に活動拡大の

ために東京に本部を移設 し、名称 も1984年 に

「日本 フライングデ イスク協会」(JapanFlying

DiscAssociation)に 変更 している。また、1992

年には世界 フライ ングデ ィスク連盟(World

FlyingDiscFederation)第6回 世界アルティ

メット&ガ ッツ選手権大会を宇都宮市で開催す

るまでに至 り、傘下に34の 支部 ・都道府県協会、

日本学生 フライングディスク連盟を置 くように

なった。

現在、フライングデ ィスク愛好者の実数を正

確には把握することはできないが、小学校、中学

校、高校、大学の体育 ・スポーツの授業にも多 く

採用されてお り、愛好者 自体は増加傾向にあると

思われる。

しかしなが ら、1976年 以降、開催 されている

全日本フリスビー選手権大会、全 日本フライング

ディスク選手権大会の趨勢をみると、参加者の増

加は一時的に見 られたものの、全体 としては減少

しつつあると思われる。

筆者は、フライングディスク競技には、早い時

期から競技者として関与 しているが、開催 される

大会の種目の変化あるいは多様化 もあ り、個人総

合選手権大会参加者の減少には著 しいものがある

と実感している。また一方、団体競技であるアル

ティメッ トは、学生を中心に増加 しているという

印象を持つ。

このように実感されるフライングディスク競技

の傾向は、今後 どのような形を持って発展するの

であろうか。個人競技は、このまま衰退するので

あろうか。

そこで本研究において、 日米のフライングディ

ス ク競技の歴 史的変遷 と問題点を文献研究 に

よって明 らかにすると同時に、日本におけるフラ

イングディスク競技の変動を、過去25年 間実施

されてきた全 日本フライングディスク選手権大会

の実施種 目の変化、参加者動向を検討し、問題点

を明 らかにする。そ して、個人8種 目 ・団体2種

目か らなるフライングディスク競技が、今後、各

種目との関わりの中で、 どのように位置づけられ

発展するかを比較検討するものである。

五、研究の方法

① 日米のフライングディスク競技の歴史的変遷を

文献によって明らかにする。

②過去25年 間(1977～2002年)実 施 されてきた

全 日本フライングディスク選手権大会のプログ

ラムより、実施種 目と参加者数の変化、変動を

明 らかにする。

皿.研 究の結果と考察

1.個 人総合種目の歴史的変遷

①米国 にお ける個 人総合種 目の創生 と発展

1958年 に 初 め て フ リ ス ビー の 大 会IFT

(lnternationalFrisbeeTournarnent)で 団 体種

目の ガ ッツが競技 されたが、個 人種 目は4年 後の

1962年 に デ ィス タンスが競技 された。

1967年 に ア キ ュラ シーが 競技 種 目に加 わ り、

1973年 にMTAが 加 わ った。IFTは1974年 ま

で開催 され、個 人種 目のメイ ン大会 は世界 ブリス

ビー選手権へ と受 け継が れた。

1968年 ジ ョー ジ ・サペ ンフ ィー ル ド(George

Sappen且eld)が デ ィス クゴル フ(DiscGol丘 決 め

られ た ター ゲ ッ トに向か って デ ィス クを投 げ何

投 で ゴー ルで きるか を競 うゴル フゲー ム)を 考

案 し、1969年 のIFA主 催 の大 会(AllComers

Meet)で デ ィス クゴル フが初 め て紹介 された。

1970年 に カ リフ ォル ニア州バ ー ク レー大学 で大

学生 ら(BerkelyFrisbeeGroup)が 木 や電柱 な
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どを ター ゲ ッ トとした18ホ ー ルの ゴルフ コー ス

を作 り 「競技 としてのデ ィス クゴルフ」が生 まれ

よう としていた。

1974年 の ア メ リカ ンオー プ ン ・フ リス ビー大

会 では、木製 の箱 や杭 を ターゲ ッ トとしてデ ィス

クゴルフコースに設置 し競技 された。

1976年 に デ ィス クゴル フ協 会(Professional

DiscGolfAssociation)を 設 立 したエ ド ・ヘ ド

リ ック は、 現 在 使 用 され て い るデ ィス ク ゴル

フ ・ゴールの原型 となるデ ィス ク ポール ホール

(DiscPoleHole)を 発 表 した。天盤 か らぶ らさ

が ったチ ェー ンにディスクが命 中す る と受 け皿 に

落ち るし くみの画期的 なデ ィスクゴルフ ・ゴール

が発明 され、 カリフォルニア州 ラカナダのオーク

グ ローブ公 園内 に設置、18ホ ー ルのデ ィス クゴ

ル フコースが誕生 した。毎週5000人 が この コー

スでデ ィス クゴル フを楽 しみ、 この ゴー ルは改 良

が加 え られなが ら現 在 も使 用 されて いる。 また、

デ ィスクゴルフ用 デ ィス ク ナ イ トフライヤー

(NightFlyer)も この年製造 された。

1973年 の カナ デ ィア ンオープ ン ・フ リス ビー

大会(CanadianOpenFrisbeeChampionships)

で 初 め てフ リー ス タイルが競技 された。1975年

に は フ レデ ィー ・ハ フ ト(FreddieHaft)と ケ

リー ・コルマー(KerryKolmar)に よってネ イル

デ ィレー(NailDelay:爪 の 上で回転す る円盤 を操

るテクニ ック)と い う画 期的 な技 が生み 出 され、

これ 以 降、従 来 のキ ャ ッチ&ス ローだ けの演技

は、多種多彩な演技へ と進展 していった。

1974年 の アメ リカ ンオープ ン ・フリス ビー大

会(AmericanOpenFrisbeeChampionships)

で 、DDC(DoubleDiscCourt:ダ ブ ルスで2枚 の

デ ィス クを交互に投 げ合い同時 に触 らないように

キ ャッチ&ス ロー を行 うコー トゲー ム)が 初め て

競技 された。

1974年 の 第1回 世 界 フ リス ビ ー選 手権 は 、

ローズボ ウルス タジアム に2万5000人 の 観衆が

訪 れ る世 界 で 初 めて の大 規 模 な大 会 とな った。

1975年 の 第2回 世 界 フ リス ビー選手 権で はデ ィ

ス タンス以外 にデ ィス クゴル フ、 アキュ ラシー 、

フ リー ス タイルの3種 目が競技 された。1976年

に はMTA、TRC(ThrowRun&Catch:デ ィ スク

を投 げて片 手 でキ ャ ッチ す る まで の走 行距 離 を

競 う)が 競技種 目として加 わ りSCF(SelfCaught

Flight:MTA、TRcを 複 合 した もので、 どちらか

を予選 として競技 し、 もう一方 を次の ラウン ドで

競わせ る方法 な どがある)と して競技 した。1978

年 にDDCが 加 わった。

1981年 に はデ ィス カソ ン(Discathon:1kmの

ク ロス カ ン トリー コース で約30カ 所 あ る ター

ゲ ッ トにデ ィスク を通過 させ なが ら走 る レース)

が 新種 目と して紹介 され、1982年 の 大 会か ら現

行の個人8種 目が競技 され るこ ととなった。

② 日本における個人総合種目の創生 と発展

日本では、1975年 に名古屋 ・岩本商事社内に

事務局を置 く日本フリスビー協会が設立された。

1976年 には、1974-1976年 の世界フリスビー選手

権の種目別優勝者11名 をインス トラクターとし

て招 き、国内ツアーをおこなった。ツアー中、第

1回 全 日本フリスビー選手権が開催され、彼 らが

審査員となったフリースタイルはメインイベ ント

となった。民放の特別番組でフリスビーが紹介さ

れ、特にフリースタイルが注 目された。毎月2日

間、約200人 が フリースタイル月例大会に参加

するほどとなり、フリスビーはヒット商品となっ

た。

1977年 の世界フリスビー選手権 に初めて 日本

代表選手が参加 した。 フリスビーの輸入元であ

りフリスビーの普及活動に貢献 していた岩本商事

が経営不振に陥 り、その後営業権を譲渡 された東

和通商がフリスビー関連の業務を引 き継いだ。こ

の頃、雑誌 「POPEYE」(ポ パ イ)に フリスビー

の記事が連載され、流行の一つとしても注 目され

た。

1978年 に人気のあったアーティス ト・原田真

二がつ ま恋 コンサー ト・武道館ライブで来 日中の

世界チャンピオン4名 とフリスビーを投げ、話題

となった。

1979年 は、競技人口の増加により地区予選を

通過 した者が全 日本大会に出場できることになっ

た。そのため、個人競技 と団体競技 をそれぞれ単
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独 で開催する こととなった。

1982年 と1983年 に は世界個 人総合選手権大 会

の派遣 選手を選考す る大会が、全 日本個 人総合選

手権 とは別 に開催 され た。(世 界選手権 大会 日程

が全 日本大会開催期間 よ り早 くなったため)

1983年 に 日 本 フ リ ス ビ ー 協 会 が 東 京 ・

ツ クダオ リジナル社 内 に事 務 局 を移 転 し、1984

年 に は 日本 フ ラ イ ング デ イス ク協 会(Japan

FlyingDiscAssociation)と 改 め た。

1982年 にWHAM-O社 はKransco社 に 買収 さ

れたた め、1983年 か ら世界 フ リス ビー選 手権 は

開催 され な くな り、1977年 か らカ リフォルニ ア

州 サ ンタクルー ズ で開催 されて いた世 界 デ ィス

ク選 手権(WorldDiscChampionships)に 日本

代 表選 手 を派遣 す る こ ととなっ た。 フ リス ビー

ブラ ン ドの デ ィス クだ けで な く他 の ブ ラン ドの

デ ィスクも使 われるよ うになった この年、Innova

ChampionDiscs社 が 誕生 した。エ ッジの鋭 い

デ ィスクを作 りは じめ、AMFVoit社 、Destiny

Discs社 、Discraft社 、BrandXMfg.社 とのデ ィ

ス クの飛行性能 の競争 に一層拍 車がかかった。

1984年 か ら再 びWHAM-0社 が スポ ンサ ー

とな りフ リス ビー だ け を使 用 す る全 米 ブ リス

ビーデ ィス ク選手権(U.SOpenFrisbeeDisc

Championships)が 開 催 された。1985年 の 全米 ブ

リス ビーデ ィス ク選手 権 は、賞 金付 きの大 会 と

な った。

1985年 に は 各 国 の 協 会 が 加 盟 す る 世 界 フ

ラ イ ン グ デ ィ ス ク 連 盟(WorldFlyingDisc

Federation)が 設 立 され た。 世 界各 国 で ブ リス

ビーブ ラン ドのデ ィスクだけでな く他 のブラ ン ド

のデ ィス クも使われ るようになった。

1986年 は、WHAM-0社 とBud-Light社 が 全

米 フ ラ イ ングデ イス ク選 手 権大 会(U.SOpen

FlyingDiscChampionships)を 共 催 し、特 に

デ ィス タンスで は遠 くへ飛ぶ デ ィスクのブラ ン ド

と種類 に注 目され るようになった。

1986年 の 全 米 フラ イ ングデ ィス ク選 手権大 会

で大島寛がデ ィスタ ンスの部 門で優勝 した。ア メ

リカ以外の国の選手が世界規模 の大 会でデ ィス タ

ンス に優勝 した こ とはな くSportsillustratedに

も報 じられ た。1987年 の 全 米 フラ イ ングデ ィス

ク選手権 大会で もデ ィス タ ンス とTRCの 部 門で

優 勝、MTAで も準優 勝 し、8種 目の総 合獲得 ポ

イン トで競われ る総合部 門で準優 勝 を果 た した。

1988年 の 世 界 フ ライ ング デ ィス ク選手権 で も、

デ ィス タンスの部門で優勝 し、TRCで は92.64m

の 世 界記録 をフ リス ビー ブラ ン ドの フ ァー ス ト

バ ッグモデル(FB6)で 樹 立 した。

ユ986年 に(株)ヒ ー ロー工 房 の企画 運営 に よ

る国 内初 の賞 金付 きデ ィス ク ゴル フ大会(第1

回LARK東 京 オー プ ン)が 東京 都 立川市 国営

昭和 記念公 園で行 われた。1987年 に は(株)ヒ ー

ロー工 房 内 に事 務 局 を置 く日本 デ ィス ク ゴル フ

協会(JapanProfessionalDiscGolfAssociation)

が 設 立 され た。 国営 昭和 記念 公 園 で は、PDGA

(ProfessionalDiscGolfAssociation)主 催 大 会の

一つ として ジャパ ンカ ップ(JapanCup)が 開催

され、 昭和 記念 公 園の デ ィス クゴ ルフ コー スを

ホームコース とするデ ィス クゴルフプ レーヤーが

増加 した。

1997年 の 第16回PDGA世 界 選手 権 は、賞 金

総額5万 ドルで予 選 ラウン ドか ら決勝 ラウ ン ドま

で1週 問 にわた り開催 され 、7力 国か ら男女350

人 が 参加す る大 会 となった。

1986年 に 世 界 フ ラ イ ン グ デ ィ ス ク 連 盟 は

GAISF(GeneralAssemblyoftheInternational

SportsFederation)に 加 盟 し、1987年 に 、 第

2の オ リ ンピ ック といわ れ る ワー ル ドゲー ム ズ

(WorldGames)に 正 式加盟 した。

2001年 に は秋 田県で ワー ル ドゲーム ズが行 わ

れデ ィスクゴルフが競技 された。

2.団 体種目の歴史的変遷

①米国 にお ける団体種 目の創 生 と発展

1955年 に プ リ ンス トン大 学 の ロ ックハ ー ト

ホー ルの広場 でク ッキー缶 のふた を使 って ガ ッツ

フリスビー(GUTSFRISBEE)と よ ばれ るゲーム

が行 われて い た。 また、 ダー トマ ウス大学 で も

ク ッキー缶 のふた を使 って2～4人 制で ガ ッツを

楽 しん だ記録が ある。 当時は ゴー ルラインまで の
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距 離 は10mで あ ったがIFTの 大 会か ら14mに

延 長 されている。

1958年 のIFT大 会 で ヒー リー(Healy)一 家

とそ の 友 人達 が 初 めて ガ ッツの競 技 を行 っ た。

1958年 か ら ユ966年 まで ヒー リー一家 を中心 とし

た ミシガ ンのチー ムNORTHCENTRALが 優 勝

し、1967年 に デ トロイ トのチ ームFOULFIVE

がNORTHCENTRALを 破 り初優 勝 した記録 が

デ トロイ トの地元紙 に報 じられて いる。

1964年 に 販売 され た プロフ ェ ッシ ョナル フ

リス ビー(PROFESSIONALFRISBEE)は 性 能

の高 さに好 評 を得 てい た。 この年 よ り現在 まで

ガ ッツ競技 公認デ ィス クと して プロフェ ッシ ョナ

ル フリス ビー は、IFT大 会 とともに歩んで い

る。(IFT大 会 は2003年 で 第46回 大 会 を迎 え

た)

1974年 の 第1回 世 界 フ リス ビー 選手権 で ガ ッ

ツが紹介 され、IFT大 会 の参加 チーム も増 加、

1980年 代 に か けて60チ ー ムが競技 す るよ うに

なった。 しか し、1990年 代 に は参加 チ ームが 少

な くな り、 一部 地域 で は3人 制 の競技 と して続

けている。現 在6つ の都市で大会 は継続 され てお

り、 その うち2つ はIFT大 会 と全米選手権 であ

る。

一 方
、 アルテ ィメ ッ ト(Ultimate:パ ス をつ な

いで 相手 陣 地 に攻 め て い くチ ー ム ゲー ム)は 、

1967年 に ニ ュー ジャー ジー州 コロ ンビア高校 の

ジ ョエ ル ・シルバ ー(JoelSilver)に よ って ブ リ

ス ビー フ ッ トボー ル(FRISBEEFOOTBALL)

と し て 考案 され 、 ユ968年 に 初 め て コ ロ ン ビア

高 校 の 生 徒 会 で フ リス ビ ー フ ッ トボー ル大 会

(FRISBEEFOOTBALLGAMES)が 行 われた。

そ の後改 良 され 、現 在の ア ルテ ィメ ッ トの 原型

となるゲー ムが1969年 に コロ ンビア高校 で、男

女混合 チー ムの高校生 と教員 チー ムが対 戦 し、11

対7で 高校 生 チー ムが 勝利 した。1970年 に は、

ジ ョエ ル ・シルバー、バ ジー ・ヘ リング(Buzzy

Hellring)、 ジ ョン ・ハ イ ンズ(JonHines)に

よ って、 アルテ ィメ ッ トの ルールが完 成 され た。

この とき唱 われ た ゲ ー ムの精 神 「SPIRITOF

THEGAME」(審 判 は置 かず 自らが 自 らを ジャ ッ

ジす る)は 、30年 以 上 経 った現在 も受 け継が れ

てい る。 この年 、初め て高校生 の大 会が行 われ、

コロ ンビア高校 が ミルバ ー ン高校 に43対10で

勝 った。

1972年 に は、 ラ ドガー ズ大学 とプ リンス トン

大学 との聞 で初 めて大学 のア ルテ ィメ ッ トの試

合が 行 われ 、29対27で ラ ドガー ズ大 学 が勝 利

したこ とは、 ニ ュー ヨー クタイム ズ(NewYork

Times)で 報 じられている。

1975年 に は エ ー ル ・ トー ナ メ ン ト(Yale

Tournament)が8チ ー ム で 開催 され 、 世 界 ブ

リス ビー 選 手権 で競技 が紹 介 され た。1976年

に エ ール ・トー ナメ ン トは、NationalUltimate

FrisbeeChampionshipと 名称 変更 された。

1979年 に コ ロ ラ ド州 ボ ル ダー で ア ル テ イ

メ ッ ト ・プ レーヤ ーズ協 会(UltimatePlayers

Association)を 結 成、各地 で本格 的 に大会が 開

催 され るようにな り、 第1回 クラブチーム選手権

(ClubChampionships)が 行 われ た。

1983年 に スウ ェーデ ンで第1回 世界 ア ルテ ィ

メッ ト選手権(WorldUltimateChampionships)

が 開 催 され、男女 ともアメ リカが優 勝 した。1984

年 に はボ ス トンで 第1回 大 学 選手 権(College

UltimateChampionships)が 男 女 そ れぞ れ16

チ ームで行われた。

1989年 に ドイ ツで 第1回 世 界 ク ラブチー ム選

手権(WorldUltimateClubChampionships)が

開催 され、 ワー ル ドゲー ムズで もアルテ ィメ ッ ト

が初 めて紹 介 された。

2001年 の ワー ル ドゲ ー ム ズ秋 田大 会 で ア ル

テ ィメ ッ トが 初 め て公 式競 技 と して 開催 され 、

2002年 の 世界 クラブチー ム選 手権 は過去 最大 の

24力 国か ら120チ ー ムが参加 し、2300人 が 競技

した。現在、30力 国で10万 人 が登録 し、 アメ リ

カでは、1万3000人 が プ レー してい る。

② 日本における団体種 目の創生と発展

日本では、1975年 に岩本商事 と新東通信 に

よってガッツの全国キャンペーンが行われた。人

気テレビ番組の中で10分 間のガッツフリスビー

の コー ナーが設 けられ、子 門真人 の レコー ド
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「ガ ッッ フ リス ビー」 も発売 され、 フ リス ビー の

知 名度は全 国で80%に ま で上 が った。(新 東通信

社報)こ の年、岩本商事社内 に事務局 を置 く日本

フ リス ビー協 会が設立 され、名古屋が フ リスビー

の発信源 となった。

1976年 に は、 第1回 全 日本 フ リス ビー選手権

でガ ッッ とアルテ ィメ ッ トが紹介 され、東京 ・日

大講 堂では、ガ ッツの 日米オー ルス ター ゲー ムが

開催 され、NHKで 放 映 され た。

1977年 か ら大 会 を開 催 、 ガ ッツ とア ル テ ィ

メ ッ トの両種 目とも、愛知学院大学が慶応大学 に

勝 ち初代 チャ ンピオ ンになった。

1977-1978年 の 世界 フ リス ビー選手権 の選手派

遣か ら国内で もガ ッッ とアルテ ィメッ トの競技者

を徐 々 に増 や し、1979年 に 第1回 全 日本 ガ ッツ

&ア ルティメ ッ ト大 会が大 阪万博 記念公園球技場

で 開催 され、1983年 ま で ガ ッツ&ア ルテ ィメ ッ

トとして共催 した。(の ちにガ ッツは1976年 、 ア

ル テ ィメ ッ トは1977年 が 第1回 大 会 と変 更 され

た)

ア ルテ ィメ ッ トは、1984年 の 世界選 手権 か ら

日本代 表チ ー ムが派遣 され、1992年 の 宇都宮 市

で開催 された世界選手権 では女子 が優勝 、男子は

3位 に輝い た。特 に、 アルテ ィメッ ト委員長 の本

田雅一 の発 案 によ り世界大 会の優秀 選手10名 を

日本に招聰 し行 った講習会 によ り競技者 は倍増 し

た。(1990年 、 日米フ レン ドシ ップ ツアー、1991

年 、 アルテ ィメッ トコスモ ス、1992年 か ら1995

年 は 関東 ・中部 ・関西地 区 で 日米 親 善 アルテ ィ

メ ッ トと称 し講習会 を開催、競技者 は519名 か ら

ll15名 に 増加)。

1998年 の 世界 選手権 で男子 が初 めて決 勝 に進

出 し準 優勝 を果 た した。 競技 人 口 は大 学生 を中

心 に急激 に増加 し、 フライングデ ィスク競技 の種

目の中で最 も人気のあ るスポーツ となった。1984

年 ～1986年 は個 人 ・団体全10種 目の開催 となっ

たが、1987年 か らは単独 で 開催 され、 ガ ッツは

200～300人 の 参加 者 を得て 、毎年競 技 されて い

る。

3.フ ライングデ ィスク大会参加者の動向をめ

ぐって

個人種 目の競技人口の動向を明らかにするため

に、1977～2002年 の大会プログラムをもとに全

日本個人総合選手権の参加者数 を調査 した。(図

1)

1982年 と1983年 には世界個人総合選手権の派

図1.全 日本個 人総 合選 手 権 男 女別 参加 者数 の 変化(1977-2002)
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遣 選 手 を選 考す る大会が、全 日本個人総合選手権

とは別に開催 された。

1976年 か らデ ィス タンス、 フ リー ス タイ ル、

ガ ッツの3種 目の競技 では じまった全 日本 大会

は、1977年 に アルテ ィメ ッ ト、MTAが 加 わ り5

種 目で競技 が行わ れた。(こ の年 よ り総合上 位入

賞 者 が世 界選 手権へ 派 遣 され る)1979年 か らは

DDCが 加 わ り6種 目で競技 が行われ た。1981年

は、新 たにTRCが 加 わ った。1983年 の 世界選手

権 日本代表選手選 考会か らアキュ ラシー、デ ィス

ク ゴルフが加 わ り9種 目、1984年 に デ ィス カソ

ンが新 種 目 として加 わ り現在 の10種 目すべ てが

競技 されるよ うになった。

1979年 か ら1981年 までは、競技 人口の増加 に

よ り地 区大会 を勝 ち抜 いた者 だけが全 日本大会 に

出場 した。特 に、1981年 の 世界 大会 は賞金付 き

の大 会 となったため一段 と盛 り上 が りを見せた。

しか し、1982年 にWHAM-0社 はKransco社 に

買収 され たため 、1983年 の 世 界フ リス ビー選 手

権は開催 されず、 また、全 日本大 会総合上位 入賞

者が無償で世界選手権へ派遣 され る制 度が無 くな

り、参加者が減少 した。

1984年 は 、再 びWHAM-0社 が スポ ンサー と

な り全米 フリス ビーデ ィスク選手権が 開催 された

ものの、無償派遣制度が無 くなったため、 さらに

参 加者 が減 少 した。1985年 か ら全 米 フ リス ビー

デ ィス ク選手権は、賞金付 きの大会 となったため

1986年 に かけて参加者 は増加 した。

1984-1986年 ま では個 人総合 大会 は8種 目での

選 手権で あったが1987年 か ら競技 時 間のかか る

デ ィス クゴル フは単 独で 開催 され る よ うにな っ

た。

過 去 最大 規 模 とな った1986年 の 全 日本個 人

総 合選手権 は、参加者 数220名 を数 えた。種 目

別 にみ る と、 デ ィス クゴルフ220名 ・ア キュ ラ

シー169名 ・DDC192名 ・デ ィス タンス177

名 ・SCF177名 ・フ リー ス タイ ル32名 ・デ ィ

スカ ソン96名 である。 また、 ガ ッツ、 アルテ ィ

メ ッ トも同 じ会場 で 日程 を前 後 して開催 されてお

り、3日 間で10種 目のすべ て を競技 運営 してい

る。1970年 代 の ブ リス・ビーブー ムの 火付 け役 と

なったフ リース タイルが他の種 目並みの参加者で

あれば(1981年167名 の エ ン トリー)2日 間で

は大 会運営 で きない規模 となっていた。それぞれ

の種 目に時問をかけて競技 する必要性 を問いか け

る大会 とな ったため 、1987年 か らはデ ィス クゴ

ルフ、 団体種 目のガ ッツ、アルテ ィメ ッ トの全 日

本選手権大 会は、それぞれ単独 で別の 日程で開催

されるようになった。

1987-1991年 まで の5年 聞 は、 デ ィスクゴル フ

以外 の7種 目で総合優勝 が競 われた。世界選手権

出場=ロ ーズボウルを 目標 に技 を競い合 った当時

の トップ プ レーヤー は 、1986年 を境 に全 日本個

入総 合選手権 にはあ ま り参 加 しな くなった。1987

年 に 日本 デ ィスクゴルフ協 会が設立 されてか らは

デ ィスクゴルフプ レーヤー としてプ レーを楽 しむ

者が多 くなった。 しか し、全 日本デ ィス クゴル フ

選手権 の参加者 数は、単独 開催 の1987年 以 降増

えて はお らず、49名(1993)～127名(1990)と 、

ば らつ きがみ られ る。

アルテ ィメ ッ トで は、全 日本 アルテ ィメッ ト選

手権 を制す るこ とが プ レーヤー の名誉 であるが、

デ ィス クゴルフの場合、 日本 フライ ングデ ィス ク

協 会が主催す る全 日本デ ィスクゴルフ選手権 を制

する ことが、必ず しもプレーヤー の名誉 である と

は限 らない。 日本 フライングデ ィスク協 会 とは別

に、 日本 デ ィス クゴ ルフ協 会が設立 され たため、

日本デ ィス クゴル フ協 会が主催す る国 内ツアーの

参加者 が増加 した。そのため、デ ィスクゴルフプ

レーヤーは、両協 会の主催 す る大会の内容 ・ゴル

フコ ースの興味深 さ ・難易度等 を判断材料 と して

大会 に参加す る ようになったため、参加者の分散

が生 じた。

日本 フ ライ ングデ ィス ク協 会が 開催 を続 け た

全 日本 デ ィスクゴルフ選手権 は、 日本 フライング

デ ィスク協会 と日本 デ ィス クゴル フ協 会が共催 し

た2000年 の 秋田大会 を最後 に中断 した。 その後 、

デ ィスクゴルフ競技 は 日本 デ ィス クゴル フ協 会が

主催す る大会でデ ィスクゴルフプ レーヤーに愛好

されてい る。

1992年 以 降 は、 デ ィスク ゴルフ も含 めて8種

目で総合優勝が競われ るべ きで ある、 とい う声 の
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もと、全 日本個 人総合 選手権 と全 日本デ ィス クゴ

ルフ選手権 が同 じ日程 でお こなわれた。

1976年 か ら1986年 ま でのll年 間 は、世 界連

盟 の動 きにあわせ て国内の フライングデ ィス ク競

技 は大会 運営 され た。1987年 以 降 は個人総 合種

目、 デ ィスクゴルフ、ガ ッツ、アルテ ィメ ッ トの

全 日本選手権 はそれぞれ単独で開催 され、種 目の

特性 を鑑 み、独 自の展 開 を示 して いる。

団体種 目の競技 人口の動向 を明 らか にす るため

に、1977～2002年 の大 会 プ ログラム を もとに全

日本選手権 の参加者 数 を調査 した。

ガ ッツ(図2)、 ア ルテ イメ ッ ト(図3)、 の参

加者数 を以下 に示 す。

人
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図2全 日本 ガ ッツ選手 権 参 加者 数 の変 化(1979-2002)
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各競技単独 開催の1987年 以降アルテ ィメット

の参加者数には顕著な変化が伺える。特に、前述

の1990～1995年 に毎年、夏休み期聞に大学生 を

中心に実施された指導普及活動に相 まってメディ

アへの露出も増えた。NHK衛 星放送では、1991

年の全 日本アルティメット選手権、1992年 の栃

木県宇都宮市で開催された世界アルティメット選

手権が放映され、民放では、横浜スタジアムで開

催 された社会人優勝チームと学生選手権優勝チー

ムが対決する全日本王座決定戦が放映された。こ

れらの影響で大学生の注 目度は増 し、1995年 の

日米親善アルティメット講習会は、関東 ・中部 ・

関西の3地 区で開催するほど参加者の増加が見 ら

れた。社会入になってもクラブチームを結成 し、

世界クラブチーム選手権を目標に競技を継続する

者 も増え、アルティメット競技者数は1989年 の

393名 から約4倍 に増加 した。

4.今 後の課題

アルティメ ッ ト競技者 数が増加 する中、個人総

合選手権の参加者数 は 、1986年(220名)を ピー

クに低 迷 して いる。 しか し、ユ990年(13ユ 名)、

1996年(87名)、2002年(74名)は 、前年 度 よ

り大 幅 に上回 って いる。 いず れ も、デ ィスクゴル

フ コース を持 つ公園で 開催 されているか らだ と考

え られ る(2002年 は小 牧 四季 の森 コー スで デ ィ

スクゴル フを開催)。1988-1989年 に は、 デ ィスク

ゴルフ コース を持 つ国営昭和記念公 園で開催 して

いるが、 デ ィス クゴルフを競技 種 目に含 んでいな

い。 このこ とは、デ ィス クゴルフプレー ヤーの参

加の有無が個 人総合 選手権の参加者数 に影響 して

い る と思 われる。

1981年 の 大 会 は4種 目開催 で全種 目、予 選 ・

準決勝 ・決勝がお こなわれた。

1986年 の 大 会 は、2日 聞で ガ ッツ ・ア ルテ イ

メ ッ トを含 む全10種 目が 開催 され、 個 人総 合

はDDC以 外 はすべ て決勝のみ の大会 であっ た。

1987年 の 大 会(134名)は 、 ガ ッツと並 行 して

行わ れ た(デ ィス ク ゴル フは含 まれて い ない)。

1990年 の 大 会(131名)は 、4日 間で お こなわ

れ 、4日 目の午後 か ら、全 日本 デ ィス ク ゴル フ

選手権が おこなわれてい る 。1992年 の大 会(68

名)は 、全 日本デ ィスクゴルフ選手権 と並 行 して

お こなわれたが、参加者 は68名 であ った 。1993

年(68名)-1995年(56名)は 参加者 が減 ったた

め 、1996年(86名)は 、開催地 を国営 昭和 記念

公園 に移 し、デ ィスクゴルフプ レーヤーの参加を

得て、年齢層 も幅広 くなった(ジ ュニア～シニァ

グラン ドマス ター)。

以上の ように全 日本個人総合選手権 は、その年

に よって開催 方法、開催種 目に変動が あ り、一貫

性 を見る ことがで きなか った。

また、 この ことに関 して1996年 に は、参加者

に対 して、競技種 目、運営 、普及 などに関す るア

ンケー ト調査 も行 われてお り、以下の ようにま と

め られている。

プ レーヤ ーの意見 として は(第21回 全 日本個

人総合選手権 出場者 ア ンケー ト.1996)

1)デ ィ ス タ ンス を思 い っ き り楽 しめ る広 い

フィー ル ドが あるこ と。

(1991-1995年 まで陸上競技場 開催 のため、飛

距離 を抑 えたデ ィスクに使用 を制 限)

2)DDCは トーナ メ ン トで行 う よ り、 リー グ戦

(予 選)と トーナ メン ト(準 決勝 ・決勝)を 併

用す る方が良い 。

3)SCFはMTAを 予 選 、TRCを 決 勝 とす る よ

り、MTAとTRCの 両 方 で予選 ・決勝 を行 い

たい。

4)8種 目すべてで競技 す る個人総合大会 であっ

て欲 しい(1987-1991デ ィ ス クゴルフを含ん で

いない)。

5)フ リース タイルの指導普及 と競技者の獲得。

6)世 界選 手権 ・全米オープ ンな どの雰囲気 と世

界 ルールに則 った競技 会を運営 して ほ しい。

な どが あげ られた。

以上 の点 をふ まえ、競技 者が どの ような大会 を

望 んでいるか を捉 え、大 会運営 機関は十分 に検討

し、配慮 しなければな らない と考え られる。

しか しなが ら、現行 においては、 日本 フライン

グデ イスク協 会の年 間行事計 画、(2003年 行 事 計

画)を 見 るように、 団体競技 であるアルテ ィメッ
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トの開催が中心であ り、

技の軽視が伺える。

フライングデイスク競技の参加者動向にみる過去25年 の歩み

ここで も個 人総合種 目競

5月3日(土)・4日(日) 第29回 全 日本ガッツ選手権大会(長 野県茅野市)

7月19日(土)～2ユ 日(祝)
第28回 全 日本フライングディスク個人総合選手権

(愛知県小牧市 ・木曽三川公園)

8月4日(月)～6日(水)
第14回 全 日本学生アルティメット選手権大会

東 日本1次 予選(栃 木県宇都宮市)

8月6日(水)～8日(金)
第14回 全 日本学生アルティメット選手権大会

西 日本支部1次 予選(愛 知県岡崎市)

8月20日(水)～21日(木)
第14回 全 日本学生アルティメッ ト選手権大会

決勝戦進出校決定戦(静 岡県富士市)

8月23日(土)
第14回 全 日本学生アルティメット選手権大会決勝戦

(東京都駒沢陸上競技場)

8月30日(土)～31日(日)
第28回 全日本アルティメット選手権大会
西 日本1次 予選(神 戸しあわせの村)

9月6日(土)～7日(日)
第28回 全 日本アルティメット選手権大会

東 日本1次 予選オープン(ひ たちなか市)

9月13日(土)～14日(日)

第28回 全日本アルティメット選手権大会

東 日本1次 予選オープン(ひ たちなか市)

東 日本レディース予選(ひ たちなか市)

9月14日(日)～15日(月)
第28回 全日本アルティメット選手権大会
西 日本2次 予選(神 戸しあわせの村)

9月23日(火)・27日(土)～28日(日)
第28回 全日本アルティメット選手権大会
中部地区予選(愛 知県岡崎市)

9月27日(土)～28日(日)
第28回 全日本アルティメット選手権大会

東 日本オープ ン2次 予選(ひ たちなか市)

11月1日(土)～2日(日)
第28回 全日本アルティメット選手権大会本戦
(栃木県 宇都宮市)

11月8日(土)～9日(日)
第13回 全日本学生新入アルティメット選手権大会

(静岡県富士市富士川緑地公園)

ユ1月22日(土)
第28回 全日本アルティメット選手権大会決勝戦

(東京都江東区夢の島競技場)

また、この行事とは別に、指導普及に関する行

事 も以下のように開催されている。

2004年2月28日(土)～29日(日) 西日本地区JFDA公 認指導者認定講習会

2004年3月6日(土)～7日(日) 東日本地区JFDA公 認指導者認定講習会

2004年3月13日(土)～14日(日) 中部地区JFDA公 認指導者認定講習会
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一方、日本ディスクゴルフ協会の大会 も、第1

戦から第20戦 まで毎月開催されているために、多

くの人手 と用具の必要な個人総合種 目の月例会、

あるいは指導普及イベン トを開催 ・運営すること

は極めて困難な状況であるといわざるを得ない。

このように考えると、今後の個入総合種目の参

加者獲得の方策として以下の点をあげることがで

きる。

1)世 界選手権大会の誘致。

2)イ ンス トラクター認定試験 と個人総合大会と

の接点を密接なものにする。

3)個 入総合種目の中からディスクゴルフが単独

成長したように、種目別の魅力の再認識と普及

活動(オ フシーズンのトレーニングとしてディ

スカソンを紹介する等)

4)日 本学生フライングディスク連盟への啓蒙。

5)都 道府県協会の個人総合種目の位置づけ

6)手 間のかからない運営方法の開発

など、 日本フライングディスク協会の個人総合

種 目(オ ーバーオール)委 員会の活動だけでは、

1970-1980年 代のような活況を取 り戻すことは困

難であると考えられる。

新 しい発想のもとで、新しい取 り組みも必要で

あり、その一つ として、都道府県協会レベルでの

WEB上 での練習会や大会情報提供、そ して掲示

板を使った意見交換、ネットワーク作 りなどを取

り入れることにより、フライングディスク愛好者

に対する情報提供やサービスを常に心がけなけれ

ばならないと考えられる。

]V.ま と め

フライングデ ィスク競技10種 目の うち、この

25年 間で最も参加者数が増加したのは団体種 目

のアルティメットである。このことは大学生に対

する指導普及活動や興味づけが常に行われてきた

ことが大 きな要因と考えられる。

また、アルティメッ ト競技は、一日に多 くの

試合数をこなすことのできるフィール ドさえあれ

ば、比較的容易に大会運営ができること、また、

日本学生フライングデ ィスク連盟の設立により

大学生主体の大会運営が可能となったため、安定

した大学生の獲得を図ることができた と考えられ

る。
一方、個人総合大会は、種目によっては多 くの

人手 と用具が必要であるために運営それ自体が大

きな負担を強いるものである。このことは、 日本

学生フライングディスク連盟の活動の大部分がア

ルティメットであることからも理解できる。

また、30年以上経った現在 も受け継がれている

ゲームの精神 「SPIRITOFTHEGAME」(審 判は

置かず自らが自らをジャッジする)が 反映してい

ることも考えられる。

ところで、1977年 か ら1982年 にかけて日本フ

ライングデイスク協会は、 日本代表選手(男 子6

名 ・女子2名)の 世界フリスビー選手権大会参加

に係る費用を全額負担 したことは、当時の個人総

合種目大会の盛況に影響を与えたと考えられる。

現在の状況下でこのような援助方法をそのまま当

てはめるのは難しいことであるが、男子2名 ・女

子2名 の大会参加に係る費用の協会か らの全額負

担は、各競技者にとって見れば、高い動機付けに

もなり、今後検討すべ きことだと思われる。一つ

の方策 として、全額負担者には、帰国後の大会報

告 と指導者認定講習会での指導義務などの責務を

与える、 といったことも考えられる。今後、この

ようなことも踏 まえ、個人総合種 目の幅広い層へ

の指導普及活動や興味付けが必要であると考えら

れる。その契機 として、世界選手権規模の大会誘

致と開催が性急に望まれる。 また、各都道府県協

会や学生連盟への個人総合種 目の位置づけ、啓蒙

が必要だと思われる。そ して、各協会、連盟と協

力し、大会運営の工夫 と開発が急務であると考え

る。

謝辞

1975年 の協会設立当初か ら1980年 代のブリス

ビーを取 り巻く動静については、佐藤佳子氏(元

東和通商)並 びに小林信也氏(世 界フリスビー選

手権 日本代表 ・ノンフィクション作家)か ら貴重

なご教示を得た。記して深く感謝の意を表したい。
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(表1)全 日本個人総合選手権 参加者動向(1976-2002)

第1回 (197s.9. 名古屋市白川公園 *資 料なし

第2回 (1977.) 長野県陸上競技場(3種 目) 男28名 女8名 計36名

第3回 (197$.) 東京駒沢競技場(3種 目) *資 料なし

第4回 (1979.7.20-22) 愛知県一宮市営陸上競技場(4種 目) 男 ユ54名 女35名 計189名

第5回 (1980.7.25-27) 兵庫県立明石公園競技場(4種 目) 男147名 女52名 計199名

第6回 (19$1.7.24-26) 東京サマーランド(MTAか らSCFへ) 男171名 女50名 計221名

第7回 (1982.8.12-14) 東京都世田谷区立総合運動場 男113名 女37名 計150名

第8回 (1983.10.8-10) 茨城県高萩市大心苑(デ ィ肋ソンを除く) 男77名 女27名 計104名

第9回 (1984.10.8-10) 茨城県高萩市大心苑(10種 目) 男64名 女22名 計86名

第10回 (1985.10.10-11) 茨城県高萩市大心苑(10種 目) 男125名 女51名 計176名

第11回 (1986.10.10-12) 茨城県高萩市大心苑(10種 目) 男167名 女53名 計220名

第12回 大会 よ りアルテ ィメ ッ ト、ガ ッツ、デ ィス クゴルフ単独 開催

第12回 (1987.5.3-5) 茨城県高萩市大心苑(ゴ ルフを除く) 男102名 女32名 計134名

第13回 (1988.4.29-5.1) 国営昭和記念公園(ゴ ルフを除く) 男56名 女12名 計68名

第14回 (19$9.4.30-5.2) 国営昭和記念公園(ゴ ルフを除く) 男50名 女14名 計64名

第15回 (1990.8.13-17) 国営昭和記念公園(ゴ ルフを除く) 男98名 女33名 計131名

第16回 (1991.11.22-24) 神戸市しあわせの村(ゴ ルフを除く) 男36名 女18名 計54名

第17回 (1992.11.21-23) 茨城県高萩市大心苑・全日本ゴルフ含 男47名 女2ユ 名 計68名

第18回 (1993.5,1-3) 長野県茅野市運動公園(全種目) 男4ユ 名 女27名 計68名

第19回 (1994.4.29-5.1) 長野県茅野市運動公園(全種目) 男40名 女16名 計56名

第20回 (1995.5.3-5) 長野県茅野市運動公園(全種目) 男29名 女22名 計51名

第21回 (1996.8.30-9.1) 国営昭和記念公園(全種目) 男63名 女24名 計87名

第22回 (1997.8.22-24) 国営昭和記念公園(全種目) 男46名 女20名 計66名

第23回 (1998.7.31-8.2) 国営昭和記念公園(全種目) 男41名 女20名 計61名

第24回 (1999.7.2-4) 国営昭和記念公園(全種目) 男48名 女19名 計67名

第25回 (2000.8.25-27) 国営海の中道海浜公園(全種目) 男30名 女17名 計47名

第26回 (2001.7.20-22) 国営海の中道海浜公園(全種目) 男26名 女12名 計38名

第27回 (2002.7.26-28) 国営木曽三川公園 ・小牧(全 種目) 男48名 女26名 計74名
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第1回 (1982.5.3-5) 愛知県一宮市市営陸上競技場 男94名 女30名 計124名

第2回 (1983.5.1-3) 三重県メナー ド青山カントリー 男40名 女13名 計53名

近畿大学健康スポーツ教育センター紀要3巻1号(2004・3)

(表2)全 日本個 人総合選手権派遣選手最終選考会 参加 者動向(1982-1983)

(表3)全 日本 ガ ッツ選手権 参加者動向(1976-2002)

第1回 (1976.9) 名古屋市白川公園 東西対抗戦

第2回 (1977) 長野県陸上競技場 男女計2チ ーム参加

第3回 (1978) 東京駒沢競技場 男女計8チ ーム参加

第4回 (1979.7.20-22) 愛知県一宮市営陸上競技場 男154名 女35名 計189名

第5回 (1979.11.23-24) 大阪万博記念公園球技場 男138名 女9名 計147名

第6回 (1980.11.22-24) 筑波大学 男134名 女34名 計168名

第7回 (1981.11.21-23) 愛知青少年公園陸上競技場 男95名 女28名 計123名

第8回 (1982.11.21-23) 大阪万博記念公園 男116名 女32名 計148名

第9回 (19$3.7.S-10) 松戸市民 スポー ツセ ンター 男93名 女48名 計141名

第10回 (1984.10.7-8) 茨城県高萩市大心苑 男221名 女69名 計290名

第11回 (1985.10.12-13) 茨城県高萩市大心苑 男240名 女87名 計327名

第12回 (1986.10.10-11) 茨城県高萩市大心苑 男195名 女66名 計261名

第13回 (1987.5.3-5) 茨城県高萩市大心苑 男123名 女38名 計161名

第14回 (19$8.5.1-3) 国営昭和記念公園 男155名 女74名 計229名

第15回 (1989.5.2-4) 国営昭和記念公園 男158名 女71名 計229名

第16回 (1999.5.3-5) 茨城県高萩市大心苑 男149名 女79名 計228名

第17回 (1991.5.3-5) 茨城県高萩市大心苑 男171名 女127名 計298名

第18回 (1992.5.4-5) 栃木県宇都宮市柳田緑地 男182名 女138名 計320名

第19回 (1993.5.3-5) 長野県茅野市運動公園 男200名 女118名 計318名

第20回 (1994.5.2-4) 長野県茅野市運動公園 男188名 女103名 計291名

第21回 (1995.5.5-7) 長野県茅野市運動公園 男144名 女95名 計239名

第22回 (1996.5.3-5) 長野県茅野市運動公園 男149名 女99名 計248名

第23回 (1997.5.3-5) 長野県茅野市運動公園 男112名 女91名 計203名

第24回 (1998.5.3-5) 長野県茅野市運動公園 男130名 女84名 計214名

第25回 (1999.5.2-4) 長野県茅野市運動公園 男95名 女74名 計169名

第26回 (2000.5.3-5) 長野県茅野市運動公園 男66名 女68名 計134名

第27回 (2001.5.3-5) 長野県茅野市運動公園 男79名 女67名 計146名

第28回 (2002.4.28-29) 長野県茅野市運動公園 男86名 女59名 計145名

・



フライングディスク競技の参加者動向にみる過去25年 の歩み

(表4)全 日本アル テ ィメ ッ ト選手権 参加 者動向(1977-2002)

第1回 (1977) 長野県陸上競技場 男女計2チ ーム

第2回 (1978) 東京駒沢競技場 男女計4チ ーム

第3回 (1979.7.20-22) 愛知県一宮市営陸上競技場 資料なし

第4回 (1979.11.23-24) 大阪万博記念公園球技場 男108名 女5名 計113名

第5回 (1980.11.22-24) 筑波大学 男115名 女41名 計156名

第6回 (1981.11.21-23) 愛知青少年公園陸上競技場 男171名 女50名 計221名

第7回 (1982.11.21-23) 大阪万博記念公園 男114名 女35名 計149名

第8回 (1983.7.8-10) 松戸市民 スポー ツセ ンター 男117名 女43名 計160名

第9回 (1984.10.7-8) 茨城県高萩市大心苑 男22ユ 名 女69名 計290名

第10回 (1985.10.12-13) 茨城県高萩市大心苑 男240名 女87名 計327名

第11回 (1986.10.10-12) 茨城県高萩市大心苑 男229名 女60名 計289名

第12回 大会よりアルティメット単独開催

第12回 (19$7.11.21-23) 国営昭和記念公園 男216名 女83名 計299名

第13回 (1988.10.8-10) 国営昭和記念公園 男289名 女108名 計397名

第14回 (1989.11.3-5) 国営昭和記念公園 男282名 女111名 計393名

第15回 (1990.11.23-25) 国営昭和記念公園 男343名 女176名 計519名

第16回 (1991.9.21-23} 国営木曽三川公園 男412名 女178名 計590名

第17回 (1992.5.2-3) 栃木県宇都宮市柳田緑地 男312名 女179名 計491名

第18回 (1993.11.20-21) 栃木県宇都宮市柳田緑地 男509名 女293名 計802名

第19回 (1994.11.18-20) 栃木県宇都宮市柳田緑地 男524名 女339名 計863名

第20回 (1995.11.3-5) 栃木県宇都宮市柳田緑地 男701名 女414名 計1115名

第21回 (1996.11.2-4) 栃木県宇都宮市柳田緑地 男698名 女385名 計1083名

第22回 (1997.11.1-3) 栃木県宇都宮市柳田緑地 男763名 女385名 計1148名

第23回 (1998.11.21-23) 栃木県宇都宮市柳田緑地 男713名 女389名 計1102名

第24回 (1999.11.2-4) 栃木県宇都宮市柳田緑地 男810名 女408名 計1218名

第25回 (2000.11.21-23) 栃木県宇都宮市柳田緑地 男864名 女464名 計1328名

第26回 (2001.11.21-23) 栃木県宇都宮市柳田緑地 男895名 女522名 計1417名

第27回 (2002.11.21-23) 栃木県宇都宮市柳田緑地 男849名 女544名 計1393名
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近畿大学健康スポーツ教育センター紀要3巻1号(2004・3)

(表5)全 日本デ ィスクゴル フ選手権 参加者動 向(1983-2000)

第1回 (1983.5.1-3) 三重 メナー ド青 山カ ン トリー 男40名 女13名 計53名

第2回 (1983.10.8-10) 茨城県高萩市大心苑 男61名 女17名 計78名

第3回 (1984.10.8-10) 茨城県高萩市大心苑 男64名 女17名 計81名

第4回 (19$5.10.10-11) 茨城県高萩市大心苑 男124名 女51名 計175名

第5回 (1986.10.10-12) 茨城県高萩市大心苑 男165名 女53名 計218名

第6回 大会よりディスクゴルフ選手権単独開催

第6回 (1987.$.29-30) 三重 メナー ド青 山カ ン トリー 男93名 女29名 計122名

第7回 (1988.8.6-7) 三重 メナー ド青 山カ ン トリー 男71名 女24名 計95名

第8回 (19$9.S.5-6) 豊橋市高師緑地公園 男94名 女29名 計123名

第9回 (1990.S.16-17) 国営昭和記念公園 男94名 女33名 計127名

第10回 (1991.8.10-11) 滋賀県希望が丘文化公園 男60名 女28名 計88名

第11回 (1992.11.21-23) 茨城県高萩市大心苑 男47名 女21名 計68名

第12回 (1993.8.7-8) 小牧市四季の森 男35名 女14名 計49名

第13回 (1994.7.2-3) 小牧市四季の森 男60名 女28名 計88名

第14回 (1995.S.5-6) 国営ひたち海浜公園 男84名 女23名 計107名

第15回 (1996.7.28-29) 国営ひたち海浜公園 男66名 女19名 計85名

第16回 (1997.7.20-21) 千葉 ・昭和の森 男女計97名

第17回 (1998.7.19-20) 千葉 ・昭和の森 男58名 女18名 計76名

第18回 (1999.9.4-5) 奈良県立橿原公園 資料なし

第19回 (2000.7.22-23) 秋田県立中央公園 資料なし
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フライングデイスク競技の参加者動向にみる過去25年 の歩み

(表6)全 日本学生選手権&新 人戦(1990-2002)参 加 者動向

回数(年 度) 学生選手権 ・開催地 チー ム数 ・参加数(男) チーム数・参加数(女) 総計

第1回(1990) 埼玉県上福岡総合運動場 5チ ー ム ・96名 6チ ー ム ・97名 193名

第2回(1991) 宇都宮市柳田緑地 10チ ー ム ・158名 6チ ー ム ・85名 243名

第3回(1992) 宇都宮市柳田緑地 資料なし 資料なし 約400名

第4回(1993) 宇都宮市柳田緑地 20チ ー ム 12チ ー ム 約700名

第5回(1994) 宇都宮市柳田緑地 26チ ー ム ・551名 17チ ー ム ・294名 845名

第6回(1995) 国営木曽三川公園 32チ ー ム ・651名 27チ ー ム ・455名 1106名

第7回(1996) 駒沢総合運動場 35チ ー ム ・662名 26チ ー ム ・444名 1106名

第8回(1997) 駒沢総合運動場 35チ ー ム ・686名 24チ ー ム ・431名 1117名

第9回(1998) 駒沢総合運動場 38チ ー ム ・678名 28チ ー ム ・468名 1146名

第10回(ユ999) 駒沢総合運動場 36チ ー ム ・619名 31チ ー ム ・403名 1022名

第11回(2000) 駒沢総合運動場 36チ ー ム ・607名 26チ ー ム ・427名 1034名

第12回(2001) 駒沢総合運動場 38チ ー ム ・571名 27チ ー ム ・476名 1047名

第13回(2002) 駒沢総合運動場 34チ ー ム ・532名 26チ ー ム ・390名 922名

回数(年 度) 学生選手権新人戦開催地 チーム数 参加数(男) チーム数 ・参加 数(女) 総計

第1回(1991) 江戸川区ラグビー場 7チ ー ム ・83名 8チ ー ム ・54名 137名

第2回(1992) 高萩 ・大心苑 資料なし 資料なし 約250名

第3回(1993) 宇都宮市柳田緑地 22チ ー ム 14チ ー ム 約400名

第4回(1994) 宇都宮市柳田緑地 27チ ー ム ・338名 20チ ー ム ・240名 578名

第5回(1995) 宇都宮市柳田緑地 29チ ー ム ・368名 22チ ー ム ・264名 632名

第6回(1996) 宇都宮市柳田緑地 34チ ー ム ・384名 22チ ー ム ・273名 657名

第7回(1997) 宇都宮市柳田緑地 35チ ー ム ・388名 25チ ー ム ・296名 684名

第8回(1998) 宇都宮市柳田緑地 35チ ー ム ・375名 27チ ー ム ・281名 713名

第9回(1999) 宇都宮市柳田緑地 37チ ー ム ・410名 25チ ー ム ・265名 675名

第10回(2000) 宇都宮市柳田緑地 36チ ー ム ・407名 27チ ー ム ・310名 717名

第11回(2001) 富士市富士川緑地 36チ ー ム ・391名 27チ ー ム ・290名 681名

第12回(2002) 富士市富士川緑地 36チ ー ム ・383名 31チ ー ム ・330名 713名
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(表7)全 日本個人総合選手権 種 目別参加者数(i976-2002)

開 催 地 デ ィス タンス
フ リ ー ス
タ イ ル

DDC 1VITA TRC ACCU
RACY GOLF デ イス カ

ソン 参加者数

第1回 (1976名 古 屋) 資料なし資料なし 資料なし

第2回 (1977長 野) 36名 18名 36名 36名

第3回 (1978駒 沢) 資料なし資料なし 資料なし 資料なし

第4回 (1979一 宮) 189名 資料なし資料なし 189名 189名

第5回 (1980明 石) 199名 90名 166名 199名 199名

第6回 (1981東 京) 221名 167名 202名 221(SCF)名 221名

第7回 (1982世 田 谷) 150名 57名 132名 150(SCF)名 150名

第8回 (1983大 心 苑) 72名 37名 74名 37名 87名 29名 77名 ユ8名 104名

第9回 (1984大 心 苑) 73名 26名 82名 68(SCF)名 50名 85名 39名 86名

第10回 (1985大 心 苑) 121名 24名 82名 109(SCF)名 114名 52名 64名 176名

第11回 (1986大 心 苑) 177名 32名 192名 177(SCF)名 169名 220名 96名 220名

第12回 (1987大 心 苑) 93名 23名 110名 110名 73名 134名 56名 134名

第13回 (1988昭 和) 53名 22名 68名 50名 41名 56名 44名 68名

第14回 (1989昭 和) 38名 21名 64名 39名 37名 38名 52名 64名

第15回 (1990昭 和) 78名 14名 74名 77名 70名
89名

(127名)
53名 131名

第16回 (1991神 戸) 48名 4名 54名 49名 48名 52名 42名 54名

第17回 (1992茅 野) 40名 9名 38名 37(SCF)名 42名 68名 20名 68名

第18回 (1993茅 野) 46名 5名 56名 43(SCF)名 52名 68名 35名 68名

第19回 (1994茅 野) 37名 9名 38名 42(SCF)名 43名 56名 25名 56名

第20回 (1995茅 野) 41名 9名 36名 40(SCF)名 42名 51名 27名 51名

第21回 (1996昭 和) 52名 5名 30名 40(SCF)名 59名 82名 24名 87名

第22回 (1997昭 和) 41名 9名 30名 34(SCF)名 42名 59名 23名 66名

第23回 (1998昭 和) 45名 7名 34名 43(SCF)名 47名 51名 26名 61名

第24回 (1999昭 和) 47名 12名 32名 42(SCF)名 53名 57名 24名 67名

第25回 (2000海 中) 39名 6名 32名 41(SCF)名 44名 42名 30名 47名

第26回 (2001海 中) 33名 9名 32名 35(SCF)名 34名 34名 24名 38名

第27回 (2002木 曽) 56名 21名 48名 56(SCF)名 57名 45名 30名 74名
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フライングデイスク競技の参加者動向にみる過去25年 の歩み
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図7.全 日本 個人 総合 選 手権 デ ィス タ ンス 参 加者 数 の変 化(1977-2002)
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図12.全 日 本 個 人 総 合 選 手 権 デ ィ ス ク ゴ ル フ 参 加 者 数 の 変 化(1983-2002)・1987-g1年 開催なし
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図13,全 日本個 人 総合 選手 権 デ ィス カ ソン 参加 者 数 の変 化(1983-2002)
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